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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第24期
第１四半期
累計(会計)期間

第25期 
第１四半期 
累計(会計)期間

第24期

会計期間

自　平成21年
　　　３月１日
至　平成21年
　　　５月31日

自　平成22年 
　　　３月１日至　
平成22年 
　　　５月31日

自　平成21年
　　　３月１日至　
平成22年
　　　２月28日

売上高 (千円) 3,000,9302,931,74811,454,369

経常利益 (千円) 67,977 72,976 200,488

四半期(当期)純利益 (千円) 42,887 31,151 60,837

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ─ ─ ─

資本金 (千円) 1,838,5261,838,5261,838,526

発行済株式総数 (株) 18,302,00018,302,00018,302,000

純資産額 (千円) 3,406,8573,456,0993,424,753

総資産額 (千円) 7,873,6027,954,1507,592,464

１株当たり純資産額 (円) 186.16 188.85 187.14

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 2.34 1.70 3.32

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 43.3 43.5 45.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 248,759△133,755 303,538

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △100,821 502,856△516,502

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 97,566 570,802 132,792

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,533,5803,147,8072,207,904

従業員数 (名) 312 293 285
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(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結累計（会計）期間等に係る主要な経営指

標等の推移については記載しておりません。また、持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が

存在しないため記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当社は、関係会社が存在しないため、該当事項はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成22年５月31日現在

従業員数(名) 293（1,359）

(注) １　従業員数は、嘱託契約の従業員及び準社員を除く就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均人員(１日８時間換算)であります。

３　臨時従業員には、パートタイマーの従業員を含み、嘱託契約の従業員及び準社員を含んでおります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社は、最終消費者へ直接販売する飲食業を行っておりますので、生産実績は記載しておりません。

　
　

(2) 仕入実績

当第１四半期会計期間における仕入実績を業態別に示すと、次のとおりであります。

業　　　　　　　態 仕入高(千円) 前年同期比(％)

ザめしや 468,425 87.0

街かど屋(ザめしや24) 162,037 102.0

めしや食堂 107,563 84.7

讃岐製麺 133,360 164.6

めんむす 19,022 59.7

めしやっこ 14,482 100.4

その他 11,589 259.2

合　　　　　　　計 916,481 95.8

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期会計期間における販売実績を業態別に示すと、次のとおりであります。

業　　　　　　　態 販売高(千円) 前年同期比(％)

ザめしや 1,475,904 89.8

街かど屋(ザめしや24) 506,902 103.7

めしや食堂 313,321 84.4

讃岐製麺 499,913 149.6

めんむす 64,181 60.4

めしやっこ 42,810 101.4

その他 28,713 197.6

合　　　　　　　計 2,931,748 97.7

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価

証券報告書に記載した事業等のリスクについても重要な変更はありません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

(1) 経営成績の分析

当第１四半期会計期間におけるわが国の経済は、ユーロ圏での金融不安の影響等の懸念材料があるも

のの、新興国の景気回復による輸出の増加により企業収益は回復基調で推移しております。外食産業にお

きましても、雇用の悪化に伴う個人消費の低迷が続く厳しい環境の中で、物価が緩やかなデフレ状態にな

り、商品やサービス内容及び価格競争が激しさを増しております。また、実所得の減少を主因とした将来

への不安から消費者心理の悪化により依然厳しい経営環境が続いております。

このような環境の中、収益性の向上を目指しカフェテリアスタイルのうどん店「讃岐製麺」業態に転

換をおこなっております。並行して、厳選した小麦と塩にこだわり店内製麺所において毎日製麺した本物

志向の業態である「讃岐製麺」と、安く手軽な24時間営業の定食屋業態「街かど屋」を事業の柱として

店舗展開と不採算店舗の撤退をおこなっていきます。当第１四半期会計期間末の店舗数は121店舗とな

り、新規出店は１店舗、閉店は１店舗、業態転換店舗は３店舗となりました。

業績は、既存店売上高の減少や閉店による影響で、売上高は2,931,748千円（前年同期比 2.3％減）、営

業利益は業態転換等によるコスト削減効果から63,548千円（前年同期比 7.0％増）、経常利益は72,976

千円（前年同期比 7.4％増）、四半期純利益は31,151千円（前年同期比 27.4％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

　（資産の部）

流動資産は、現金及び預金の増加等により3,742,723千円（前事業年度末は3,305,973千円）となりま

した。設備投資や納税等の支払いがありましたが、銀行から700,000千円の資金調達をしたことや未収入

金等が減少したためです。有形固定資産は、償却が進んだことにより2,287,816千円（前事業年度末は

2,317,636千円）、投資その他の資産は差入保証金の回収が進んだことで1,883,715千円（前事業年度末

は1,929,254千円）となり、資産の部合計は、7,954,150千円（前事業年度末は7,592,464千円）となりま

した。

　（負債の部）

流動負債は、買掛金の減少等により2,109,246千円（前事業年度末は2,142,908千円）となりました。固

定負債は長期借入金の増加等により2,388,804千円（前事業年度末は2,024,802千円）となり負債の部合

計は、4,498,051千円（前事業年度末は4,167,711千円）となりました。

　（純資産の部）

純資産の部合計は、利益剰余金の増加等により3,456,099千円（前事業年度末は3,424,753千円）とな

りました。これにより、当第１四半期会計期間末の自己資本比率は43.5％（前事業年度末は45.1％）とな

りました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物の四半期末残高は前事業年度末に比べ939,903

千円増加し、3,147,807千円となっております。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益30,378千円及び減価償却費60,903千円等の

収入がありましたが、前事業年度末が休日であったため仕入債務が252,728千円減少したことで133,755

千円の支出（前年同期は248,759千円の収入）となっております。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、新規出店及び業態転換のための有形固定資産の取得による支出

が27,698千円ありましたが、閉店等による差入保証金の回収による収入及び、預入期間が３ヶ月を超える

定期預金の払戻しによる収入が600,000千円（定期預金の預入による支出が100,000千円）あり、502,856

千円の収入（前年同期は100,821千円の支出）となっております。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金、未払金の返済が進みましたが、銀行から調達致しました

700,000千円の長期借入れによる収入等により、570,802千円の収入（前年同期は97,566千円の収入）と

なっております。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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(6) 経営成績に重要な影響を与える要因

当第１四半期会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　　当第１四半期会計期間において、前会計期間末において計画中であった店舗について完了した

　ものは次のとおりであります。

事業所名
(所在地)

業態別の名称 設備の内容 投資額(千円) 完了年月
完成後の増加能力

(席)

守山区小幡店 
(名古屋市守山区)

街かど屋 店舗設備 45,499 平成22年５月 64

合計 ― ― 45,499 ― 64

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　完成後の増加能力欄については、店舗の客席数を記載しております。

　

当第１四半期会計期間において、新たに出店が確定した店舗は次のとおりであります。

事業所名
(所在地)

業態別
の名称

設備の
内容

投資予定額(千円)
資金調達
方法

着手年月
完了予定
年月

完成後の
増加能力
(席)総額 既支払額

亀島店
（名古屋市中村区）

讃岐製麺 店舗設備 40,0485,593
借入金 
割賦 
リース

平成22年５月 平成22年６月 53

上新庄店
（大阪市東淀川区）

讃岐製麺 店舗設備 58,800 ─
借入金
割賦
リース

平成22年７月 平成22年９月 65

合計 ― ― 98,8485,593― ― ― 118

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　完成後の増加能力欄については、各店舗の客席数を記載しております。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年７月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,302,00018,302,000
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）
単元株式数
1,000株

計 18,302,00018,302,000 ― ―

(注) １　発行済株式は、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式でありま

　 す。

     ２　ジャスダック証券取引所は、平成22年４月１日付で大阪証券取引所と合併しております。この合併に伴い大

　 阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）に上場となっております。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年３月１日～
平成22年５月31日

─ 18,302,000 ─ 1,838,526 ─ 1,537,526

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成22年２月28日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成22年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式　　　　　1,000

―

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あり単元株式数は1,000株で
あります。

完全議決権株式(その他) 普通株式　　 18,300,000 18,300 同上

単元未満株式 普通株式　　　　　1,000 ― （注)

発行済株式総数 普通株式　 　18,302,000― ―

総株主の議決権 ― 18,300 ―

(注)　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式667株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

平成22年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ライフフーズ

大阪府吹田市江坂町
１丁目13－41

1,000 ― 1,000 0.0

計 ― 1,000 ― 1,000 0.0

(注)　当第１四半期会計期間末日現在における自己株式数は1,667株であります。
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　３月

　
　４月

　
　５月

最高(円) 146 155 155

最低(円) 140 145 147

(注)　当社株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。平成22年４月１日以降の株価は大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであります。

なお、ジャスダック証券取引所と大阪証券取引所の合併に伴い、平成22年４月１日付で大阪証券取引所（ＪＡＳ

ＤＡＱ市場）に上場となっております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期累計期間（平成21年3月1日から平成21年5月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等

規則に基づき、当第１四半期会計期間（平成22年3月1日から平成22年5月31日まで）及び当第１四半期累計

期間（平成22年3月1日から平成22年5月31日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成して

おります。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期累計期間（平成21年３月１日

から平成21年５月31日まで）に係る四半期財務諸表並びに当第１四半期会計期間(平成22年３月１日から

平成22年５月31日まで)及び当第１四半期累計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）に係

る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,247,807 2,807,904

売掛金 11,977 9,118

商品 6,114 6,896

原材料及び貯蔵品 51,701 51,330

繰延税金資産 132,517 122,583

その他 292,605 308,141

流動資産合計 3,742,723 3,305,973

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※１
 1,991,706

※１
 2,023,745

その他 ※１
 296,110

※１
 293,891

有形固定資産合計 ※２
 2,287,816

※２
 2,317,636

無形固定資産 39,895 39,599

投資その他の資産

差入保証金 1,513,089 1,556,468

繰延税金資産 217,249 214,914

その他 154,187 158,682

貸倒引当金 △810 △810

投資その他の資産合計 1,883,715 1,929,254

固定資産合計 4,211,427 4,286,490

資産合計 7,954,150 7,592,464

負債の部

流動負債

買掛金 321,842 574,570

1年内償還予定の社債 20,000 －

1年内返済予定の長期借入金 860,632 722,260

未払法人税等 20,185 62,249

賞与引当金 115,526 78,189

その他 771,059 705,638

流動負債合計 2,109,246 2,142,908

固定負債

社債 80,000 －

長期借入金 1,598,986 1,309,210

長期預り保証金 170,820 183,377

退職給付引当金 248,181 245,070

その他の引当金 63,076 89,956

その他 227,740 197,187

固定負債合計 2,388,804 2,024,802

負債合計 4,498,051 4,167,711
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(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,838,526 1,838,526

資本剰余金 1,537,526 1,537,526

利益剰余金 81,742 50,590

自己株式 △382 △382

株主資本合計 3,457,412 3,426,260

評価・換算差額等

繰延ヘッジ損益 △1,313 △1,507

評価・換算差額等合計 △1,313 △1,507

純資産合計 3,456,099 3,424,753

負債純資産合計 7,954,150 7,592,464
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

売上高 ※１
 3,000,930

※１
 2,931,748

売上原価 913,334 869,970

売上総利益 2,087,596 2,061,778

販売費及び一般管理費 ※２
 2,028,217

※２
 1,998,230

営業利益 59,378 63,548

営業外収益

受取利息 2,676 1,971

受取家賃 68,665 67,771

その他 12,406 16,911

営業外収益合計 83,748 86,653

営業外費用

支払利息 8,443 10,239

賃貸収入原価 65,563 64,414

その他 1,142 2,572

営業外費用合計 75,149 77,225

経常利益 67,977 72,976

特別利益

国庫補助金 4,889 －

過年度損益修正益 1,583 －

特別利益合計 6,472 －

特別損失

有形固定資産除却損 10,209 9,211

固定資産臨時償却費 － 18,427

店舗閉鎖損失 1,666 10,151

固定資産圧縮損 4,889 －

その他 － 4,808

特別損失合計 16,764 42,598

税引前四半期純利益 57,686 30,378

法人税等 ※３
 14,798

※３
 △773

四半期純利益 42,887 31,151
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 57,686 30,378

減価償却費 66,684 60,903

固定資産臨時償却費 － 18,427

店舗閉鎖損失 － 10,151

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △579 －

転貸損失引当金の増減額（△は減少） － △495

賞与引当金の増減額（△は減少） 54,599 37,337

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,216 3,110

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3,860 △26,384

貸倒引当金の増減額（△は減少） △87 －

受取利息及び受取配当金 △2,676 △1,971

支払利息 8,443 10,239

固定資産除却損 10,209 9,211

売上債権の増減額（△は増加） △2,128 △2,859

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,864 411

仕入債務の増減額（△は減少） △3,704 △252,728

未払消費税等の増減額（△は減少） 23,060 35,472

その他の資産の増減額（△は増加） 75,190 13,432

その他の負債の増減額（△は減少） △18,272 △23,758

その他 4,889 1,509

小計 280,535 △77,612

利息及び配当金の受取額 1,713 1,500

利息の支払額 △9,991 △11,405

法人税等の支払額 △23,497 △46,237

営業活動によるキャッシュ・フロー 248,759 △133,755

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △300,000 △100,000

定期預金の払戻による収入 200,000 600,000

有形固定資産の取得による支出 △35,454 △27,698

無形固定資産の取得による支出 － △1,040

差入保証金の差入による支出 △8,999 △3,720

差入保証金の回収による収入 37,455 29,501

貸付金の回収による収入 6,175 5,814

投資活動によるキャッシュ・フロー △100,821 502,856
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（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 200,000 700,000

長期借入金の返済による支出 △239,196 △271,852

社債の発行による収入 － 98,490

セール・アンド・割賦バック取引に基づく資産
売却代金の受入額

147,199 60,846

割賦債務の返済による支出 △10,437 △16,682

財務活動によるキャッシュ・フロー 97,566 570,802

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 245,504 939,903

現金及び現金同等物の期首残高 2,288,076 2,207,904

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 2,533,580

※１
 3,147,807
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期会計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期会計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

該当事項はありません。

　

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期会計期間
(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

１　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニン

グを使用する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年５月31日)

前事業年度末
(平成22年２月28日)

※１ 有形固定資産に係る国庫補助金の受入れによる圧

　 縮記帳累計額 

　　　建物　　　　33,368千円 

　　　その他　　　 5,626千円

※１ 有形固定資産に係る国庫補助金の受入れによる圧

　 縮記帳累計額 

　　　建物　　　　33,368千円 

　　　その他　　　 5,626千円

※２ 有形固定資産の減価償却累計額は、3,992,377千

　　円であります。

※２ 有形固定資産の減価償却累計額は、3,999,142千

　　円であります。

　

(四半期損益計算書関係)

第１四半期累計期間

　
前第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日 
　至　平成21年５月31日)

当第１四半期累計期間 
(自　平成22年３月１日 
　至　平成22年５月31日)

※１ 当社の売上高は、連休や夏休みなど休日が第１及

　 び第２四半期会計期間に多くなることにより、第３　

　 及び第４四半期会計期間に比べ高くなる季節的変動

　 があり、営業利益以下においても第１及び第２四半

　 期会計期間に偏る傾向があります。

　

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　 は次のとおりであります。　

　

給与手当 283,544千円

賃金 605,205　
賞与引当金繰入額 54,599　
退職給付費用 9,413　
役員退職慰労引当金繰入額 1,247　
賃借料 441,520　

　

※３ 法人税等調整額は、法人税等に含めて表示してお

　 ります。　

　

※１ 　同左

 

 

 

　

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　 は次のとおりであります。　

　

給与手当 271,761千円

賃金 609,486　
賞与引当金繰入額 37,337　
退職給付費用 20,452　
役員退職慰労引当金繰入額 1,250　
賃借料 427,188　

　

※３ 法人税等調整額は、法人税等に含めて表示してお

　 ります。　

　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日 
　至　平成21年５月31日)

当第１四半期累計期間 
(自　平成22年３月１日 
　至　平成22年５月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年５月31日現在）
（千円）

現金及び預金 2,833,580

預入期間が３か月超の定期預金 △300,000

現金及び現金同等物 2,533,580

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年５月31日現在）
（千円）

現金及び預金 3,247,807

預入期間が３か月超の定期預金 △100,000

現金及び現金同等物 3,147,807
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(株主資本等関係)

当第１四半期会計期間末(平成22年５月31日)及び当第１四半期累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22

年５月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 18,302,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 1,667

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

　　該当事項はありません。

　

　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。

　　　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

　当第１四半期会計(累計)期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

該当事項はありません。 

　

　

(有価証券関係)

　当第１四半期会計期間末(平成22年５月31日)

該当事項はありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

　当第１四半期会計期間末(平成22年５月31日)

当社の利用しているデリバティブ取引は、金利スワップ取引のみであり、ヘッジ会計を適用している

ため記載を省略しております。

　

　

(ストック・オプション等関係)

　当第１四半期会計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

該当事項はありません。

　

　

(持分法損益等)

　当第１四半期累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

該当事項はありません。

　

　

(企業結合等関係)

　当第１四半期会計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年５月31日)

前事業年度末
(平成22年２月28日)

　 　

　 188.85円
　

　 　

　 187.14円
　

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
前第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日 
　至　平成21年５月31日)

当第１四半期累計期間 
(自　平成22年３月１日 
　至　平成22年５月31日)

１株当たり四半期純利益 2.34円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式が存在しないため記載しておりません。

 

１株当たり四半期純利益 1.70円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式が存在しないため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日 
　至　平成21年５月31日)

当第１四半期累計期間 
(自　平成22年３月１日 
　至　平成22年５月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 42,887 31,151

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益(千円) 42,887 31,151

普通株式の期中平均株式数(千株) 18,300 18,300

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成21年７月10日

株式会社ライフフーズ

取締役会　御中

　
　

 有限責任監査法人トーマツ 　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　石　　 黒　　 　訓　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　溝　 口　　　聖 　規　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ライフフーズの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの第24期事業年度の第１四半期累計期間

(平成21年３月１日から平成21年５月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期

損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の

作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ライフフーズの平成21年５月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成22年７月８日

株式会社ライフフーズ

取締役会　御中

　
　

 有限責任監査法人トーマツ 　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　石　　 黒　　 　訓　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　溝　 口　　　聖 　規　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ライフフーズの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの第25期事業年度の第1四半期会計期間

（平成22年3月1日から平成22年5月31日まで）及び第１四半期累計期間(平成22年３月１日から平成22年５月

31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ライフフーズの平成22年５月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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